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第４回ネパール裁判所能力強化プロジェクト本邦研修

国際協力部教官

甲　斐　雄　次

第１　はじめに

　平成 27 年（2015 年）11 月 29 日（日）から同年 12 月 12 日（土）まで（移動日を含む。），

ディパック・ラージュ・ジョシ最高裁判所判事を団長とする研修員 20 名（別紙１参照）

を対象に，ネパール裁判所能力強化プロジェクト第４回本邦研修（以下「本研修」と

いう。）が実施された。

第２　本研修の背景

　独立行政法人国際協力機構（JICA）において，ネパール最高裁判所を主なカウンター

パートとして平成 25 年（2013 年）９月から開始された「迅速かつ公平な紛争解決の

ための裁判所能力強化プロジェクト」1（プロジェクト期間は，平成 29 年（2017 年）３

月まで）の下，平成 25 年（2013 年）12 月に実施した第１回本邦研修2 では，同プロジェ

クトの基礎を固めるため，日本における事件管理及び調停に関する制度一般や裁判所

での取組を広く取り扱い，平成 26 年（2014 年）９月に実施した第２回本邦研修3 で

は，日本における調停制度と実務の運用を紹介するなどして司法調停の改善のための

アイディアを提供し，同年 12 月に実施した第３回本邦研修4 では，民事及び刑事事件

管理に特化した内容を取り上げて，ネパールにおける事件管理が抱える問題点を再確

認し，その改善のためのアイディアを提供するなどしてきたところである。このよう

な各本邦研修のほか，現地における長期派遣専門家の活動等を通じて，ネパールにお

ける事件管理制度及び司法調停の改善に向けた取組は継続的に実施されてきたところ

であり，これまでのところ，事件管理制度についてはネパール側からいくつかの改善

1 本稿では，略して「ネパール裁判所能力強化プロジェクト」と記載している。同プロジェクト

の詳細は，ICD NEWS 第 57 号，「ネパール裁判所プロジェクト（事件管理及び司法調停）のご紹

介」を参照されたい。
2 ICD NEWS 第 58 号，「～国際研修～ 第１回本邦研修 ～ネパール裁判所能力強化プロジェク

ト～」参照。
3 ICD NEWS 第 61 号，「～国際研修～ 第２回ネパール裁判所能力強化プロジェクト本邦研修」

参照。
4 ICD NEWS 第 62 号，「～国際研修～ 第３回ネパール裁判所能力強化プロジェクト本邦研修」

参照。
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すべき事項や進行管理のためのカレンダーシステムの運用状況などが提示・報告され

るに至り，司法調停については裁判官向けのガイドライン案などが作成されるに至っ

たものである5。

　本研修は，これらの活動状況を踏まえ，事件管理に関しては，事件管理制度の改善

に向けた喫緊の課題についての整理及び具体的な方策の検討を行い，司法調停に関し

ては，裁判官向け調停ガイドラインについての議論を通じた司法調停制度改善のため

の具体的な検討を行うことで，残りのプロジェクト期間における，更なる実務の運用

改善に向けた活動の方向性を定めることを目的として実施したものである。

第３　研修実施内容（別紙２参照）

１　講義等（「日本の民事訴訟手続」，「日本の調停手続」，「模擬調停ビデオ視聴」）

　まずは研修員に日本の民事訴訟手続及び調停手続の概要を改めて理解してもら

うため，当部教官により，一般的な手続の概要等に関する講義が行われた。

　また，前記プロジェクトのアドバイザリーグループ委員を務めていただいてい

る 野孝義大阪大学大学院高等司法研究科客員教授の御協力の下，研修員に調停

手続等を紹介するビデオを視聴してもらいながら，質疑応答に応じる形で「模擬

調停ビデオ視聴」を実施し，日本の調停制度の特徴を視覚的に理解してもらった。

２　研修員による発表

　研修員による発表として，まずは事件管理について，裁判官の研修員から，一

部の裁判所で試行されている前記カレンダーシステムの内容や運用状況について

報告していただいた。カレンダーシステムとは，裁判所に訴訟が提起され，事件

が登録された際に，事件類型に応じて自動的に審理を行う日付が決められるシス

テムであり，現在，７つの裁判所で試行され，未済事件の減少などの成果が出て

いるとのことで，今後，全裁判所への導入に向け，検討中とのことであった。

　また，弁護士の研修員からも，弁護士から見た事件管理についての発表が行わ

れ，弁護士側の問題として，第１回期日を軽視している弁護士がいるため，必要

な証拠等が適時に提出されないという点や，期日の延期申請を多用する弁護士が

いることなどが指摘されたほか，裁判所側の問題点として，期日の開始時間の指

定がなく，出廷すべき時間が不明確であることなどが指摘された。

5 なお，この間，平成 27 年（2015 年）４月に発生した大地震により，予定されていた現地調査

や本邦研修の中止を余儀なくされるなど，本プロジェクト活動にも多大な影響が生じたところで

ある。

56

ICD66G-9.indd   56 2016/02/24   11:11:28



　さらに，司法調停については，裁判官向けの調停ガイドライン案についての発

表が行われ，調停の有用性を裁判官に理解させ，裁判官から当事者や代理人に調

停利用の働きかけをする枠組みを構築する必要性などが指摘された。

研修員による発表の様子

３　訪問，意見交換等

⑴　大阪地方裁判所民事部（通常部）訪問

　大阪地方裁判所民事部（通常部）では，裁判官室，書記官室，法廷等の施設

見学に続き，裁判官及び書記官からの概要説明・質疑応答の機会をいただいた。

研修員は，裁判官や書記官が連携して仕事をしている様子や，実際に審理を行

う法廷等を見学したことで，具体的な実務の運用のイメージが持てたようで，

記録が書記官によって整然と管理されている様子や，争点整理手続に電話会議

システムが利用できるという点についても高い関心が示されていた。また，概

要説明では，民事訴訟手続全般について，特に争点整理や集中証拠調べの意義

を含めて，丁寧に御説明いただき，ネパール側においても日本の民事手続の特

徴や争点整理の重要性について良く理解できた様子であった。

⑵　大阪地方裁判所民事部（建築・調停部）訪問

　大阪地方裁判所民事部（建築・調停部）では，書記官室や調停室等の施設見

学に続き，裁判官及び書記官からの概要説明・質疑応答の機会をいただいた。

概要説明では，ネパール側の関心事項に沿って，裁判官の関与や専門家調停委

員の活用などの特徴について，具体的に説明していただき，ネパールの調停制

度とは異なる特徴を持つ日本の制度に対しての率直な疑問に対しても丁寧に回

答していただいたことで，ネパール側において，日本とネパールの調停制度の

違いが的確に理解された様子であった。
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⑶　民間総合調停センター訪問

　民間総合調停センターでは，組織，業務内容，あっせん手続の概要等につい

て，具体例を交えながら御説明いただいた後，あっせん室や執務室等の見学を

させていただいた。研修員からは，裁判所における調停との違いや，専門家の

活用方法，合意内容を履行させるための方策等に高い関心が示されるとともに，

同センターにおいて，弁護士会のほか，多くの専門家の協力により，裁判所外

の調停が，組織的に，利用しやすいサービスとして提供されていることに感銘

を受けた様子であった。

⑷　法テラス大阪訪問

　法テラス大阪では，組織，業務内容等について御説明いただいた後，事務室

のほか，常勤弁護士が常駐している法テラス大阪法律事務所を見学させていた

だいた。研修員は，法律扶助等のサービスが，多数の受任予定者契約弁護士・

司法書士の協力の下，法テラスによって組織的かつシステマティックに日本全

国で実施され，利用しやすいサービスが実現されていることや，若手の弁護士

が司法過疎対策等に意欲的に取り組んでいることなどに非常に感心した様子

で，法テラスの組織構造や，運営方法，広報活動等について多くの質問が出さ

れた。

⑸　調停委員との意見交換

　 野先生の御尽力により，大阪地方裁判所や大阪簡易裁判所で調停委員をさ

れている方々に御協力をいただくことができ，意見交換を実施して，調停委員

の先生方から，調停委員になった経緯や調停委員として心がけていることなど

について御説明いただいた。研修員は，ネパールの実情に即して，日本の調停

委員の報酬にも関心が寄せられていたが，調停の結果を問わず，比較的低額な

日当しか支給されない現状であるにもかかわらず，調停委員が非常に高い意識

を持って，意欲的かつ真摯に紛争解決に取り組んでいることに，感銘を受けた

様子であった。

４　検討会

　 野先生のほか，同じくアドバイザリーグループ委員を務めていただいている

稲葉一人中京大学法科大学院教授にも御協力をいただき，本研修期間中，数回に

わたって，ネパールにおける事件管理及び司法調停の改善についての検討会を

行った。

　本研修における講義，訪問，意見交換の各プログラムを通じたネパール側の日
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本の実務に関する理解度は高く，検討会においては，日本の実務をネパールの実

務にどのように応用するかという観点で充実した議論を行うことができた。

　事件管理については，ネパールの民事手続として，第１回口頭弁論期日が争点

整理のために重要であるところ，同期日が軽視されている場合があるとの問題意

識の下，裁判所・弁護士会において，その重要性について共通認識が得られるよ

うな方策を採る必要があることが確認された。また，代理人が期日の延期申請を

多用するという問題や，複数の代理人が弁論を繰り返して審理が長期化すること，

審理の開始時間・終了時間が不明確であることなどについても，ネパールの裁判

所側・弁護士側との間で問題意識が共有され，今後のプロジェクト活動の中で日

本側とも協議しながら，裁判所においてその改善に向けた検討をする必要がある

ことや，弁護士会においてもその改善に向けた取組を検討することが確認される

など，今後の改善に向けた一定程度の方向性が見られた。

　また，司法調停についても，ネパールで導入することを検討している裁判官向

けの調停ガイドラインに関する意見として，「調停手続に直接裁判官が関与する

ことが認められていないネパールの制度の中でも，裁判官が自ら当事者に対して

調停制度の意義について説明し，調停人とも事件の内容に踏み込まない程度に評

議を繰り返し行うことは可能であり，ガイドラインに明記すべき。」との意見や，

「様々な分野の専門家を調停人として採用し，リスト化することも明記すべき。」

などの意見がまとまるなど，今後の方向性についてかなりの進展が見られる結果

となった。

 

検討会の様子

第４　おわりに

　今回の研修に参加した研修員は，いずれもネパールにおける事件管理及び司法調停

の運用を熟知しており，その運用改善のため少しでも日本の運用を参考にしようと，
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活発に質疑・意見交換を行うなど，非常に意欲的かつ熱心に本研修に取り組んでいた。

本研修プログラムを通じて，前記のとおり，今後のネパールにおける改善の方向性が

より具体化したことは，今後のネパールでのプロジェクト活動を進めるにあたって，

大いに役立つものと期待される。

　最後に，多忙な時期に講師等を引き受けていただき，研修中も様々な有益なアドバ

イスをいただいた先生方，多大な労力をかけて充実した訪問プログラムを実施してい

ただいた訪問先関係者の皆様，通訳等でお世話になった野津治仁氏及び湊シャルマ・

ジャヤンティ氏，研修員に近い立場で本研修を常にサポートしていただいた冨田さと

こ専門家，長尾貴子専門家及びプロジェクトスタッフのラビン・スベディ氏，その他

関係者の皆様に心から感謝申し上げたい。どうもありがとうございました。

以上
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